
（様式－１ 表紙） 
  

 １ 調査名称：守谷市都市計画道路再検討調査 
 
 
 
 ２ 調査主体：守谷市 
 
 
 
 ３ 調査圏域：市内全域 
 
 
 
 ４ 調査期間：平成２６年度 
 
 
 
 ５ 調査概要： 

  守谷市内の都市計画道路において，長期事業未着手の状況にある路線・区間に

ついて，現在の社会経済情勢を踏まえた都市の将来像に照らし合わせ，計画の必要性

や事業の支障となる要因等を検証し，平成 25 年度に再編道路網（素案）を作成した。 

本業務で，再編道路網（素案）をもとに，交通処理，道路配置，道路密度の適切性

を検証し，見直し路線の計画の継続，変更，廃止の方向性を明らかにし，再編道路網

（市案）の策定を行うことを目的とする。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



 

（様式－２ａ 調査概要） 
 
Ⅰ 調査概要 
 
 １ 調査名：守谷市都市計画道路再検討調査 

 
 
 ２ 報告書目次 

 
  １ 県道取手豊岡線の現況交通量把握 

（１） 調査概要 

（２） 調査結果 

 

  ２ 将来交通量の推計 

(１) 推計条件の整理 

(２) 将来交通量の推計と適切性の検証 

 

  ３ 都市計画道路再検討カルテによる評価 

(１) 道路密度について 

(２) 都市計画道路再検討評価カルテ 

    □都市計画道路再検討評価カルテ（変更・廃止） 

    □都市計画道路再検討評価カルテ（存続） 

 

  ４ 概算事業費 

(１) 対象とする路線・区間と概要 

(２) 工事単価の設定 

(３) 概算事業費 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 
 
 ３ 調査体制 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ４ 委員会名簿等 
 
 所属 役職等 氏名 
委 員 長 南山大学情報理工学部 教授 腰塚 武志 
副委員長 筑波大学システム情報工学研究科 准教授 村上 暁信 
委 員 建築士会 １級建築士 稲葉 光夫 
委 員 関東鉄道㈱取締役 自動車部 

守谷市地域公共交通活性化協議会 
部長 
委員 

武藤 成一 

委 員 守谷市商工会 会長 小川 一成 
委 員 アサヒビール茨城工場 工場長 丸田 公成 
委 員 守谷市産業地域協力会 

㈱高橋合金 
会長 

代表取締役 
髙橋 孝造 

委 員 守谷市議会 副議長 梅木 伸治 
委 員 守谷市自治会連絡協議会 会長 飯島 安廣 
委 員 茨城県土木部都市局都市計画課 課長 肥髙 孝之 
委 員 茨城県土木部都市局公園街路課 課長 冨山 宏 
委 員 茨城県土木部道路建設課 課長 橋本 義彦 
委 員 茨城県土木部道路維持課 課長 勝山 均 
委 員 茨城県竜ケ崎工事事務所 所長 石井 秀雄 

 
 

守谷市都市計画道路再検討委員会 
(委員長：南山大学情報理工学部教授 腰塚 武志) 

 

守谷市都市計画道路再検討委員会 事務局 
(守谷市都市整備部都市計画課まちづくりグループ) 

 



（様式－３ａ 調査成果） 
 
Ⅱ 調査成果 
 
 １ 調査目的 

 
守谷市内の都市計画道路において，長期事業未着手の状況にある路線・区間につい

て，現在の社会経済情勢を踏まえた都市の将来像に照らし合わせ，計画の必要性や事

業の支障となる要因等を検証し，平成 25 年度に再編道路網（素案）を作成した。 

本業務で，再編道路網（素案）をもとに，交通処理，道路配置，道路密度の適切性

を検証し，見直し路線の計画の継続，変更，廃止の方向性を明らかにし，再編道路網

（市案）の策定を行うことを目的とする。 

 
 

 
 
 
 
 
 ２ 調査フロー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茨
城
県
調
整 

１．再編道路網（案）の評価 
（１）交通処理の適切性（将来交通量の推計） 
（２）道路配置の適切性 
（３）市街化区域内の道路密度の適切性 

２．総合評価 

再検討路線（市案） 

市都市計画審議会 最終報告 

第１回 委員会 

第２回 委員会 

市都市計画審議会 中間報告 



 ３ 調査圏 



（様式－３ｂ 調査成果） 
４ 調査成果 

（１）都市計画道路再検討カルテによる評価 

都市計画道路再検討カルテの総括表を下記に示す。各路線の詳細な都市計画道路再検討カルテ（変更・廃止）については，別表による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民等
の意向

区域マス 都市マス
都市･市街

地連絡

都市の

骨格形成

安全・円

滑な交通

主要拠点

アクセス

都市環境

機能

都市防災

機能

公共交通

収容

市街地開

発支援

用途･地区

計画関連

市街地活

性化貢献
街区形成 代替可否

要望書・

陳情有

歴史的

資源有

自然的

資源有

地質的

問題有

大規模構

造物有

建築物

棟数多

堅牢建築

物有

3 ･ 4 ･ 11 - 山王下南守谷線 市 16 2 , 1,290 600 46.5% S49.8.1 40年 ○ ○ ○ ○ 補助幹線
位置付け
有

○ ○ ○ ○ 可能 ○ 　 　 　 ◎ - 4 -3 -3 -2 適切 適切 適切 廃止 3 ･ 4 ･ 11 -

3 ･ 4 ･ 12 - 大柏野木崎線 県 18 2 1,430 1,060 74.1% S49.8.1 40年 ○ ○ ○ ○ 補助幹線
位置付け

有
○ ○ ○ 　 ○ 可能 ○ 　 - 4 -3 -1 0 適切 適切 適切 存続 3 ･ 4 ･ 12 -

3 ･ 4 ･ 14 - 1 北園野木崎線 県 16 2 4,160 3,210 77.2% S49.8.1 40年 ○ ○ ○ ○ ○ 都市幹線
位置付け

高い
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ 不可能 ○ 　 - 9 0 -1 8 適切 適切 適切 存続 3 ･ 4 ･ 14 - 1

3 ･ 4 ･ 14 - 2 北園野木崎線 県 16 2 80 0 0.0% S49.8.1 40年 ○ ○ ○ ○ ○ 都市幹線
位置付け
高い

○ ○ ○ ◎ ○ ○ 不可能 - 7 0 0 7 適切 適切 適切 存続 3 ･ 4 ･ 14 - 2

3 ･ 3 ･ 15 - 北守谷板戸井線 市 25 4 2,730 2,630 96.3% S49.8.1 40年 ○ ○ ○ ○ 都市幹線
位置付け

高い
◎ ○ ○ ○ ○ ○ 不可能 ○ 　 - 7 0 -1 6 適切 適切 適切 存続 3 ･ 3 ･ 15 -

3 ･ 5 ･ 42 - 乙子石神線 市 15 12 2 360 180 50.0% H5.5.24 21年 ○ ○ ○ 区画街路
位置付け
無

○ 可能 ○ 　 - 1 -3 -1 -3 適切 適切 適切 廃止 3 ･ 5 ･ 42 -

3 ･ 3 ･ 44 - 1 供平板戸井線 県 25 4 1,660 0 0.0% H6.3.17 20年 ○ ○ ○ ○ ○ 主要幹線
位置付け

有
○ ○ ○ ○ ○ ○ 不可能 ○ ○ ○ ○ 　 - 6 0 -4 2 適切 適切 適切 変更 3 ･ 3 ･ 44 - 1

3 ･ 3 ･ 44 - 2 供平板戸井線 県 25 4 4,950 0 0.0% H6.3.17 20年 ○ ○ ○ ○ ○ 主要幹線
位置付け

有
○ ○ ○ 　 ○ 可能 ○ ◎ ◎ ◎ ○ - 4 -3 -8 -7 適切 適切 適切 廃止 3 ･ 3 ･ 44 - 2

3 ･ 3 ･ 44 - 3 供平板戸井線 県 25 4 1,100 0 0.0% H6.3.17 20年 ○ ○ ○ ○ ○ 主要幹線
位置付け
有

○ ○ ○ 　 ○ 不可能 ○ ○ 　 　 - 4 0 -2 2 適切 適切 適切 変更 3 ･ 3 ･ 44 - 3

3 ･ 3 ･ 44 - 4 供平板戸井線 県 25 4 1,380 0 0.0% H6.3.17 20年 ○ ○ ○ ○ ○ 主要幹線
位置付け

有
○ ○ ○ 　 ○ ○ 不可能 ○ ○ ○ ○ ○ 　 - 5 0 -5 0 不適切 適切 適切 存続 3 ･ 3 ･ 44 - 4

3 ･ 1 ･ 46 - 守谷・伊奈・谷和原線 県 40 4 5,220 3,700 70.9% H6.3.17 20年 ○ ○ ○ ○ 主要幹線
位置付け
高い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 不可能 ○ ○ 　 ○ - 9 0 -3 6 不適切 適切 適切 存続 3 ･ 1 ･ 46 -

3 ･ 4 ･ 49 - 1 みずき野大日線 市 16 2 1,650 0 0.0% H6.3.17 20年 ○ ○ ○ ○ 補助幹線
位置付け

有
○ ○ ○ ○ 可能 ○ ○ ○ ○ ○ 　 - 4 -3 -5 -4 適切 適切 適切 廃止 3 ･ 4 ･ 49 - 1

3 ･ 4 ･ 49 - 2 みずき野大日線 市 16 2 1,250 800 64.0% H6.3.17 20年 ○ ○ ○ ○ 補助幹線
位置付け

有
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 不可能 ○ ○ - 7 0 -2 5 適切 適切 適切 存続 3 ･ 4 ･ 49 - 2

3 ･ 4 ･ 50 - 坂町清水線 市 16 2 2,620 1,560 59.5% H6.3.17 20年 ○ ○ ○ 補助幹線
位置付け
高い

○ ○ ○ ○ ○ ○ 不可能 　 　 - 6 0 0 6 適切 適切 適切 存続 3 ･ 4 ･ 50 -

3 ･ 4 ･ 51 - 西口大柏線 市 20 2 940 0 0.0% H6.3.17 20年 ○ ○ ○ ○ ○ 補助幹線
位置付け

高い
○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ 不可能 ○ 　 ○ 　 　 　 - 8 0 -2 6 適切 適切 適切 変更 3 ･ 4 ･ 51 -

30,820 13,740 44.6%
可能

(-3カウント)

再検討
対象
(未着手
路線)

②道路機能の検証
(Ⅱ都市計画道路としての重要性：11項目)

路線番号
及び

区間番号

路線名
管
理

者

基礎データ
プロセス2

プロセス3

当該市町

村の都市

計画道路

に係る社

会情勢等

の変化の

状況

路線番号
及び

区間番号

再検
討総
合
評価

道路
配置
の

適切性

道路
密度
の

適切性

再検討
路線

(長期未着
手or特別
事由有)

①上位計画等における

路線の位置づけ

(広域的連携・交流の支援)
④事業化に支障となる

要因の検証
⑤道路
構造令
との
不整合

Ⅱ
都計道
の

重要性
(11)

Ⅳ事業化の課題　(8項目) 再検討結果２

○：位置づけ有
(予定含む)

○or◎：都市計画道路としての重要性有(+1or+2カウント) ○or◎：事業化の課題有(-1or-2カウント)

未着手
期間

上位計画，
関連計画

道路
種別

再検討
結果１

ネットワーク性 交通機能

幅員
車線
数

決定
延長

整備済
延長

整備率
当初
決定
年月日

空間機能 市街地形成機能
地形・地物及び
物理的制約

Ⅲ
代替
の

可能性
(1)

Ⅳ
事業化
の
課題
(8)

⑥

候補
路線
抽出
(まとめ)
(20)

交通
処理
の

適切性

③代替機
能を持つ
道路
(Ⅲ代替可

能性)

⑦再編道路網(案)の適切性



 

（２）再編道路網（案）



 


